
 17

 

 

 １２月１０日（日）から平成３０年１月１０日（水）までの間、平成２９年度「年末年始の輸送

等に関する安全総点検」を実施する旨、山梨運輸支局長より通達がありました。 

標記運動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〓業界情報〓 

「年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施」について 

平成２９年度年末年始の輸送等に関する安全総点検実施細目（抜粋）       

                                                                山梨運輸支局 

○実施時期                            

平成２９年１２月１０日（日）～平成３０年１月１０日（水） 

 

○点検事項及び点検項目 

（１）飲酒運転や薬物運転等を行わないための安全対策の実施状況 

① 飲酒運転防止に対する指導・啓発運動を実施しているか。  

② 飲酒を習慣にしている人を把握し、翌日に業務がある場合の飲酒等について指導してい

るか。 

③ 覚せい剤や危険ドラッグ等の薬物使用防止に対する指導・啓発活動を実施している 

か。 

（２）死傷事故等を防止するための安全対策の実施状況 

① 夕暮れ時の早めの前照灯点灯及び夜間のハイビームの活用を指導しているか。 

② 右左折時において、周囲の交通状況を十分確認するよう指導しているか。特にトラック

において、助手席の荷物や不適切な架装・改造、後写鏡の状態等により死角を大きくす

ることがないよう、指導しているか。 

（３）車両の日常点検整備、定期点検整備等の実施状況 

① 過積載運行等の防止を図っているか。 

② 過積載、暴走等を助長するような車両の不正改造（例：不正な二次架装、速度制御装置

の機能の解除、前面ガラスへの装飾板の取付等、さし枠の取付、突入防止装置の取外し、

基準不適合となるマフラー取付等）の防止が徹底されているか。 

③ 車輪脱落事故や車両火災事故及び車体腐食事故をはじめとした整備不良事故を防ぐた

め、自動車点検基準に基づく日常点検及び定期点検整備が実施されているか。 

また、自動車の点検整備等に関する社内規定の内容について、整備管理者等への周知徹

底が図られているか。 

（４）新型インフルエンザ等対策の実施状況 

① ポスター類の掲示、放送などにより、公共交通機関の車内・構内等におけるマスク着用、

咳エチケット等を呼びかけているか。 

② 職場内におけるうがい、手洗い及び消毒用アルコールを使用した手指消毒の徹底が図ら

れているか。 

③ インフルエンザ等の流行に備え、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とする

ために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法、手段などを取

り決めておく事業継続計画、または対応マニュアルが策定されているか。 

○実施事項 

（１）整備事業者においては、自動車使用者に対し、日常点検、定期点検整備の励行を指導

すること。また、後部座席を含むシートベルト着用の徹底とチャイルドシートの使用の

徹底を図ること。 

（２）リボンの着用、垂れ幕及び立て看板等を掲出するとともに、点検事項を掲示するなど

して総点検の趣旨の徹底を図ること。 
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これから迎える年末は、交通渋滞が起こりやすく、また、日暮が早くなって気持ちが気ぜわしく

なる等、諸々の要因から交通事故の多発が懸念されます。 

このため、本年も１２月の１ヶ月間「年末の交通事故防止県民運動」を実施します。 

当運動を十分理解の上、「重点目標」に沿ってご協力頂きますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度「年末の交通事故防止県民運動」実施要領（抜粋） 

 

○目的 

この運動は、交通量の増加に伴う道路の渋滞や心理的な慌ただしさ、飲酒の機会が増える

など、様々な要因が重なり合って交通事故が発生しやすくなる年末の時期において、県民

一人ひとりに交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を促し、交通事故の防止を図る

ことを目的とする。 

 

○期間 

１２月１日（金）～１２月３１日（日）までの３１日間 

 

○主催 

山梨県交通安全対策本部・山梨県交通対策推進協議会 

 

○交通安全スローガン 

 乗せるのは 君の宝(かぞく)と その未来(あした) 

  

○運動の重点目標 

１ 飲酒運転の根絶 

２ 早めのライト点灯・上向きライト活用の徹底と反射材使用の推進 

３ 高齢者と子供の交通事故防止 

 

「年末の交通事故防止県民運動」について 
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標記につきましては、これまでも機会を捉えて適正な車輪脱着作業の徹底及び大型自動車の使用

者による適切な保守管理の実施についてお知らせいたしました。 

しかしながら、平成２８年度には大型自動車(車両総重量８トン以上のトラック及び乗車定員３０

人以上のバス)のホイール・ボルト折損等による車輪脱落事故は５６件(うち人身事故は３件)発生

し、前年度と比較して１５件増加(３６．６％増加)しています。 

これらの事故原因を分析したところ、ホイール・ナットの不適切な締付け(締付力不足など)や、

ホイール・ボルト及びナットの経年劣化が疑われるものが多くを占めていました。 

このため、国土交通省では、当該事故を防止する対策を講じることとし、下記のとおりプレスリ

リースされましたので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホイール・ボルト折損等による大型自動車等の車輪脱落事故防止について 

}

なお、上記については、（一社）日本自動車工業会においてチラシ等により自動車使用者等に対して周知し

ております。 
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国土交通省では、道路運送車両法に基づく、国の認証を受けていない事業者が車検を請け負い、

ユーザー車検の手続を代行した場合、定期点検整備が確実に実施されていないおそれがあることか

ら、今般、未認証で「分解整備」を行う事業者等の情報収集を目的としたアンケート調査を実施す

る旨のプレスリリースが、下記のとおりありましたので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー代行車検を受検した自動車の分解整備に関するアンケート調査の実施について
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国土交通省から、指定自動車整備事業者のペーパー車検等不正事案防止対策について、下記のと

おりプレスリリースされましたので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定自動車整備事業者による不正行為に関する通報窓口の設置について 
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【内容】１万９千ｋｍでヒーターコアは詰まるのか 

・車名：乗用車  ・登録年月：平成２２年  ・走行距離：１９，０００ｋｍ 

・相談日：平成２９年３月３日  

暖房が効かなくなり、当初専業工場？へ入庫しサーモスタットを交換したが、直らなか

った。 

原因不明ということでディーラーへ入庫したが、ヒーターコアが詰まっており交換が必

要と言われたので交換し、一応は完治した模様。 

 しかしながら、１万９千ｋｍで詰まることがあるのか？当初「乗りすぎ」と言われ、

１万９千ｋｍしか走っていないと言えば「走らなすぎ」と言われた。言うことがいい加

減ではないか？ 

【対応】 

当会職員に確認すると、ヒーターコアの交換はまれであり、あっても走行距離よりも

経年劣化による場合が多いのではないか？とのことであった。このことを伝えたところ、

一応は納得された模様。 

 しかしながら、相手方の対応もいい加減なところがあるのは確かであり、当会より申

し入れることは可能であると伝えたが、「昔からの付き合いもあるので」と断られた。

以降、連絡なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例 Vol.71 
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11 年式〜エルフ⾞（4JJ1 エンジン搭載） 

ベルト張⼒調整作業についてのお願い 
いすゞ自動車株式会社 

標記の件、１１年式～４ＪＪ１エンジン搭載のエルフにおいて、冷凍機ベルトやクーリングフ

ァン及びエアコンコンプレッサードライブベルトを過張力で調整したため、ベルトやプーリー

の早期磨耗やエンジン故障に至った事例が報告されております。つきましては、ベルト張力の

調整を行う際は、音波式張力計を用いて修理書に沿った適切なベルト張力に調整して頂くよう

お願いします。 

■対象車両    

 １１年式～４ＪＪ１エンジン搭載車 

■故障事例 

冷凍架装車で、冷凍機ベルト交換時に張力が過大の状態で組み付けたため、その後エンジン破
損に至った事例が報告されました。 

■ベルト張力の調整方法について 

ベルト張力の調整を行う際は、音波式張力計を用いて修理書に沿った適切なベルト張力に調整

して頂くようお願いします。 

①ベルト張力測定箇所と調整値（１１年式エルフ総合修理書抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備インフォメーション
Vol. 80 
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②ベルト張力調整時の注意事項 

 新品ベルトを取付ける際には、ベルト初期伸びが発生します。そのため、ベルトをプーリー

溝になじませるため、新品取付け時及び張り直し時共に下記の方法に従いベルトを調整してく

ださい。 

 １．ベルト張力を規定の方法に従い調整する。 

 ２．エンジンを始動し、５分アイドリング運転行いベルトをなじませる。 

 ３．エンジンを停止し、再度ベルト張力を基準値に調整する。 

ベルト張力を測定するアプリをご紹介いたします。 

三ツ星ベルト株式会社より、「ベルト張力測定」のための無料アプリが紹介されております。 

アップルの iPhone, ipad にて使用できるそうです。 

Smart Tension で検索し、App Store からダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


